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ノキアがマイクロソフトと提携！ 
 

酒井 寿紀（Sakai Toshinori） 酒井 IT ビジネス研究所 
 
ノキアが Windows Phone を採用 
フィンランドの携帯電話端末メーカー

のノキアは、Symbian OS という独自の

OS を使ってきた。そして、従来からの携

帯電話だけでなく、スマートフォンの分

野でも圧倒的なシェアを占めていた。と

ころが最近、新参企業にそのシェアをど

んどん奪われている。ガートナーの統計

によると、ノキアの全世界でのスマート

フォンの販売台数のシェアは、2007 年に

は 63.5%だったが、2010 年には 37.6%に

落ちてしまった。この間に、2007 年 6 月

に出荷を開始したアップルの iPhone は

シェアを 2.7%から 15.7%へと伸ばし、

2007 年にはまだ影も形もなかった

Androidが昨年は 22.7%にまで成長した。 
今後さらに成長が期待されるスマート

フォンの市場でのこの状況は、ノキアに

とってまさに危機的である。こういう状

況の下に、昨年 9 月、マイクロソフトの

幹部社員だったスティーブン・エロップ

(Stephen Elop)氏がノキアの新CEOに就

任した。 
この 2 月初めに、同氏が流した社内メ

モが報道された。同氏は言う。「ノキアの

現状は、燃え盛っている北海油田のプラ

ットフォーム上にいるようなものだ。こ

のまま焼け死ぬか、リスクを犯して冷た

い海に飛び込むか、いずれかしか道はな

い」 ここでプッラトフォームとは、

Symbian OS を核とするプラットフォー

ムでもある。エロップ氏は、意を決して

現在のプラットフォームから飛び降りよ

うではないかと呼びかけたのだ。 
そして 2 月 11 日に、エロップ氏はマイ

クロソフトのスティーブ・バルマーCEO
と共同で両社の提携を発表した。今後、

ノキアはスマートフォンにマイクロソフ

トの Windows Phone を使い、両社共同で

この OS の強化を図るという。 
 

なぜ Windows Phone か？ 
最近はスマートフォンの OS に

Android を使う企業がどんどん増えてい

る。一方 Windows 系のシェアは、前記の

統計で 2007 年には 12.0%あったが、2010
年には 4.2%に減っている。したがって常

識的には、Symbian を止めるならノキア

も Android にするのが順当である。にも

かかわらず、ノキアが Windows Phone
を採用したのはなぜだろうか？ 

エロップ氏は前記のメモで言う。「今や

機器単体の競争から、ハード、OS、アプ

リケーションなどを含んだエコシステム

の競争へと変わった。そこでは自社独自

のエコシステムを創造するか、いずれか

のエコシステムに参加するかの選択にな

る」Android のエコシステムは、サード

パーティーのアプリケーションを使う世

界であり、そこでのスマートフォンはコ

モディティ化され、熾烈な価格競争に陥

る。エロップ氏は、こういう市場でノキ

アが台湾、韓国などの企業に勝つのは難

しいと考えたのだろう。ノキアがスマー

トフォンの世界で生き残るためには、現

在のSymbian上のアプリケーションを継

承し、さらに成長させて、ノキア独自の

エコシステムを築くしかないと判断した

のだと思われる。 
Android を核にして独自のエコシステ
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ムを構築する方策もある。しかし、エロ

ップ氏はその場合、今や隆盛を極める開

発元のグーグルに対して影響力を及ぼす

ことは困難と考えたのだろう。それに対

して Windows 系の陣営は現在劣勢で、マ

イクロソフトも現状の打開を切望してい

るはずだから、ノキアの影響力を発揮で

きると考えたのだと思われる。もちろん、

エロップ氏がマイクロソフトの内情を熟

知していることも、本連携の重要な要因

であろう。  
しかし、この連携は最近のスマートフ

ォンの市場では弱者連合である。果たし

てうまくいくだろうか？ 
 

Windows Phone の問題は？ 
ノキアにとって、Windows Phone の採

用にもいろいろ問題がある。 
まず、Windows Phone が全体としてど

れだけ普及し、サードパーティーのソフ

トがどれだけ揃うかが問題だ。 
今後はスマートフォンの市場も、現在

のパソコンと同じように、限られた種類

のプラットフォーム上で多種多様のサー

ドパーティーのソフトが流通し、ユーザ

ーはその中から自分に必要なものを選ん

で使うようになる。こういう市場で成功

するには、多くのソフト会社に Windows 

Phone をプラットフォームとして採用し

てもらわなければならない。それには市

場シェアが決め手になり、シェアが大き

いプラットフォームにはソフト会社が多

数寄ってくるが、シェアの小さいところ

は見向きもされない。前記のように、昨

年の Windows 系のシェアは 4.2%で、こ

れがノキアの採用によってどこまで増え

るかが問題である。 
そして、ノキアが Windows ファミリー

の中でどこまで独自性を発揮するかが問

題だ。エロップ氏は、「当社は Windows 
Phone エコシステムの中で差別化を図る。

それには、カメラなどの独自技術やマイ

クロソフトとの特別な関係を活用する」

と言っている。しかし、独自のエコシス

テムに力を入れれば、Windows Phone エ

コシステムが 2 つに分かれ、サードパー

ティーのソフトの品揃えや両エコシステ

ム間の互換性に支障を来たす。一方、ノ

キアとしての独自性を捨て、Windows 
Phone エコシステムの一本化に力を入れ

れば、ユーザーにとってノキアを選択す

る意味が減り、台湾や韓国の安い製品で

もよくなる。 
いずれにせよ、もはや機器メーカーが 1

つのエコシステムを独占する時代ではな

くなったのではないだろうか？ 
 


